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ひきこもり支援の対象者と目指す姿

厚生労働省. (2025). ひきこもり支援ハンドブック～寄り添うための羅針盤～より

ひきこもり支援の対象者

社会的に孤立し、孤独を感じてい
る状態にある人や、様々な生きづ
らさを抱えている状態の人

★何らかの生きづらさを抱え生活
上の困難を感じている状態にある

★家族を含む他者との交流が限定
的（希薄）な状態にある

★支援を必要とする状態にある

本人やその家族（世帯）。

その状態にある期間は問わない。

ひきこもり支援の目指す姿

• 本人やその家族が、自らの意思
により、今後の生き方や社会と
の関わり方などを決めていくこと
ができる（自律する）ようになるこ
とを目標とする。

• 本人が社会参加を実現すること
や就労することのみを支援の
ゴールにはせず、自律に向かう
プロセスとしてとらえることが必
要。

• 支援者も本人やその家族も、とも
に「自律」することができるよう、
互いにプロセスを共有していく。
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社会的孤立としてのひきこもり

ライフサイクルの各ステージにおける社会的孤立の例

ライフステージ 社会的孤立のかたち

幼児期 子ども虐待、ワンオペ育児、外国人

学童～青年期 不登校、ひきこもり、ヤングケアラー、ネット依存、い
じめ、発達上の課題、自殺

成人期 ひきこもり、生活困窮、DV、心身の不調・治療拒否、
ハラスメント被害、介護離職、自殺

老年期 閉じこもり、セルフ・ネグレクト、高齢者虐待、ゴミ屋敷、
孤独死



社会保障制度の課題の顕在化
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地域社会の不寛容化

家族機能の縮小と低下、家族形態の多様化家庭の力

地域の力

福祉の力
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専門職チームによる伴走支援
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生活困窮者自立支援制度とひきこもり支援

• 平成30年10月：生活困窮者自立支援法の改正→生活困窮者の定義の見直し

【従前】現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなく
なるおそれのある者

【改正】就労の状況、心身の状況、地域社会との関係性その他の事情によ
り、現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができな
くなるおそれのある者

• 令和元年 5月28日川崎市、6月1日東京都練馬区での事件

• 「生活困窮者自立支援制度とひきこもり地域支援センター等との連携につ
いて」(平成 28 年６月 30 日付け社援地発 0630 第１号。厚生労働省社会・
援護局地域福祉課長通知）

• 令和７年４月１日 上記の一部改正



家族支援

本人支援

日常生活の自立

役割の獲得

社会とのつなが
りの回復

社会的孤立状態にある人への支援のプロセス

個別・伴走支援



家族支援

本人支援

日常生活の自立

役割の獲得

社会とのつなが
りの回復

社会的孤立状態にある人への支援のプロセス
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社会とのつながりの回復に向けた支援

ねらい
・家庭外の日中の活動の場に定期的に通うこと
ができる
・スタッフや他の利用者との相互交流ができる

内容

・利用者のニーズにあわせた居場所の運営
・対人関係への支援
・本人の持っている力を引き出す
・自己決定への支援

主な方法

・居場所、当事者会（自助）、ボランティア、
習い事
・本人に対する個別相談
・家族に対する個別相談
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役割の獲得にむけた支援

ねらい

・自分の能力が発揮できる活動を行うことで、
地域社会に居場所を獲得することができる
・必要に応じて様々な制度を利用し、経済的に
自立できる

内容

・自己決定への支援
・就労支援→就労先をみつけてつなぐ、一人の
ために仕事を作る、起業
・就労以外の自立の在り方を支援
・経済的自立のために必要な制度の利用を支援

主な方法
・他機関とのネットワークによる支援
・本人に対する個別相談
・当事者会（自助グループ）
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社会参加（就労・就学）への動機付け

自己実現欲求

社会的欲求

安全欲求

生理的欲求

尊厳欲求

マズローの欲求段階

友達が欲しい
集団に属したい
他者に受け入れら

れたい

認められたい
尊敬されたい

自分の能力・可能性を発
揮できる活動がしたい

• 人は、なぜ働く（学ぶ）のか？

• 食べるために働く（学ぶ）わけ
ではないことに注意→働かざる
者食うべからずは通用せず

• 仕事（学習）を通して、尊厳欲
求が満たされるような支援が必
要



社会的孤立から社会的包摂へ
～どんな時でも自分の力を発揮できる社会へ～
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地域住民の理解を促す

世帯をまるごと支援

社会保障
制度の狭
間を埋め
る

包摂的な地
域・職場・
学校づくり
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専門職チームによる伴走支援
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地域社会が充
実したフォー
マル・イン
フォーマルな
サービスを提

供

孤立している
人の気持ちを
動かす→支援
を受けてみよ
うかと思う

地域社会が孤
立している人
への支援提供
や支援を受け
ている人を受
け入れる

人の気持ちは大切だが、人の気持ちから働きかけてもうまくい
かない
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